
 

 
JABEE 基準の 
  知識・能力 

 表 2-1 学習・教育到達目標と基準 1(2)の(a)～(i)との対応 
E 科の各学習・教育到達目標 〔(A)，(B)，(C) - - - 〕 が JABEE 基準の知識・能力 〔(a)～(i)〕 を主体的に含んでいる場合には◎

印で，付随的に含んでいる場合には○印で表示している。 
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(Ａ)国際性を含めた

幅広い視野と教養

を身につける。 

A-1 社会人として

の教養 ◎ ○       ○    

A-2 政治経済、国

際協調 ◎ ○       ○    

(Ｂ)技術者としての

社会的責任と倫理

観を養う。 

B-1 技術者の役割

と責任 ○ ◎           

B-2 技術者として

の倫理観 ○ ◎           

(Ｃ)技術者として必

要な自然科学・情

報技術の学力を身

につける。 

C-1 自然科学の基

礎   ◎ ○      ○   

C-2 情報技術（IT） 
  ◎    

 
○  ○ ○  

(Ｄ)専門分野の基礎

科目について十分

な学力を身につけ

る。 

D-1 専門基礎の理

解   ○ ◎   
 

  ○   

D-2 専門基礎の総

合的に理解・

応用 

  ○ ◎  ◎ 
 

  ○   

D-3 演習・実験に

よる具体的な

理解 

    ◎ ◎ 
 

○   ○ ○ 

(Ｅ)専門分野につい

ての知識を身につ

け、総合的に活用

して社会の要求を

解決できるエンジ

ニアリング・デザ

イン能力を養う。 

E-1 各専門分野の

基本原理    ◎  ◎ 
 

  ○   

E-2 応用力の素養 
    ○ ◎ ○ ○  ○ ○  

E-3 エンジニアリ

ング・デザイ

ン能力 

    ○ ○ ◎ ◎   ○ ○ 

(Ｆ)自己の考え方を

発表・表現し他人

とのコミュニケー

ション能力を養

う。 

F-1 国際的なコミ

ュニケーショ

ン能力 
○        ◎    

F-2 プレゼンテー

ション能力         ◎  ○ ○ 

F-3 柔軟な思考

力・討論能力         ◎  ○ ○ 

(Ｇ)チームワーク力

と計画的実行力を

養い，技術者とし

ての探究心と向上

意欲を培う。 

G-1 継続的努力と

研鑽          ◎ ○  

G-2 問題解決力 
     ○ ◎ ○  ○ ○ ○ 

G-3 チームワーク

力・計画的実行

力 
          ◎ ◎ 

 

学習・教育到達目標 


